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柿崎 謙人 災害時における複合ネットワーク環境の経路選択 
本研究では，OpenFlow を用いて，有線と無線の複合環境の End-to-End での接続性や QoS を
考慮した最適経路切り替えの出来るシステムを構築し，切り替え時間の評価を行った．また，
これまでの研究で使用されてきたスループット測定ツール PathChirp を，PathQuick を参考に
改良し，その測定精度の性能比較を行った． 
武田 将大 Bluetooth を用いた観光地における視覚障がい者向け音声案内システムの構築 































を確保する技術である Delay Tolerant Network（DTN）を用いて災害時避難・安否確認支援シ
ステムの開発を行った． 








災害時における複数の SNS を用いた安否確認システムの提案 
震災時には様々な安否確認システムが提供されるが，普段から利用しているサービスではない
ため，機能的な改善の余地がある．本研究では災害発生時にも普段と変わらず利用でき，取得
した情報の信頼性を可視化可能とする，複数の SNS を用いた安否確認システムを提案した． 
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